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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 3,718 9.2 251 144.9 205 ― 130 ―

23年3月期第1四半期 3,404 36.8 102 ― △0 ― △2 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 259百万円 （827.4％） 23年3月期第1四半期 28百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 9.39 ―

23年3月期第1四半期 △0.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 21,295 17,623 82.8
23年3月期 21,077 17,461 82.8

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  17,623百万円 23年3月期  17,461百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 7.50 ― 10.50 18.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,490 10.6 540 98.4 540 287.4 330 233.2 23.74
通期 15,410 12.6 1,360 123.4 1,360 180.0 830 188.1 59.71



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.３「サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 14,310,000 株 23年3月期 14,310,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 409,231 株 23年3月期 409,231 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 13,900,769 株 23年3月期1Q 13,900,841 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災による甚大な被害と、

原発事故に伴う電力供給の制限や風評被害などにより景気は大きく落ち込み、その先行きは不透明な状況となって

おります。一方、世界経済は、中東情勢の悪化による原油・ガソリン価格の上昇、欧州周辺諸国の債務危機懸念、

米国経済の低迷など、総じて景気は減速基調で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループはグローバル市場での販売拡大、非住宅関連市場の開拓、国内住宅関連市

場の占有率拡大などを目指し、戦略的な生産・営業活動を展開いたしました。国内における売上は、金属切断用丸

鋸が増加し、住宅・非住宅関連刃物ともに堅調に推移いたしました。一方、海外での売上は、欧米及びアジアを中

心に金属切断用丸鋸などが好調に推移いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は37億１千８百万円（前年同期比9.2％増）となりました。 

利益面につきましては、円高による採算悪化やインドネシア連結子会社のストライキの影響による損失があった

ものの、売上高の増加により営業利益は２億５千１百万円（前年同期比144.9％増）となりました。また、営業外

費用で為替差損５千万円を計上したことなどにより、経常利益は２億５百万円（前年同期は０百万円の経常損

失）、四半期純利益は１億３千万円（前年同期は２百万円の四半期純損失）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 日本 

国内では住宅・非住宅関連刃物ともに総じて増加し、海外では金属切断用丸鋸が大幅に増加したことなどに

より、売上高は34億１千７百万円（前年同期比13.4％増）となり、売上高が順調に増加したことから、営業利

益は２億１千３百万円（前年同期は１百万円の営業利益）となりました。 

② インドネシア 

ストライキの影響が大きく、合板用刃物などが減少し、売上高は３億１千９百万円（前年同期比25.1％減）

となり、営業損失４千万円（前年同期は３千８百万円の営業利益）となりました。 

③ 米国 

金属切断用丸鋸などが増加し、売上高は１億９千７百万円（前年同期比0.2％減）、営業利益は２千万円

（前年同期比4.1％増）となりました。 

④ 欧州 

金属切断用丸鋸や木工用丸鋸などが増加し、売上高は３億６千６百万円（前年同期比25.9％増）、営業利益

は４千２百万円（前年同期比258.2％増）となりました。 

⑤ 中国 

金属切断用丸鋸や木工用丸鋸などが増加し、また、昆山兼房精密刀具有限公司を新たに連結の範囲に含めた

ことから、売上高は３億９百万円（前年同期比78.5％増）、営業利益は１千９百万円（前年同期比5.5％増）

となりました。 

なお、セグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比べて２億１千８百万円増

加して212億９千５百万円となりました。流動資産は棚卸資産が増加したことなどにより、前期末比３億１千３百

万円増加の122億２千万円となりました。固定資産は有形固定資産が１千９百万円増加したものの、投資その他の

資産が１億１千１百万円減少したことなどにより、前期末に比べて９千５百万円減少の90億７千５百万円となりま

した。  

負債は、賞与引当金が２億４千１百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が６千１百万円増加し、また、流

動負債その他が３億１千２百万円増加したことなどにより、前期末比５千６百万円増加して36億７千２百万円とな

りました。 

純資産は、利益剰余金が前期末比４千６百万円増加し、その他の包括利益累計額が前期末比１億１千５百万円増

加したことにより、前期末比１億６千２百万円増加して176億２千３百万円となりました。また、自己資本比率は

前期末と同じく82.8％となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済見通しにつきましては、震災後の復興需要の動向、電力不足の問題、円高傾向の長期化、欧米景気動

向など不確定な要因が増しつつあり、先行き不透明な状況が続くものと思われます。 

このような状況の中で、当第１四半期の業績は円高による為替の影響があったものの予想の範囲内で推移し、第

２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、当初の予想（平成23年５月12日発表）の変更はありま

せん。 

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績等

は様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第１四半期連結累計期間において、昆山兼房精密刀具有限公司については重要性が増したため、連結の範囲に

含めております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,776,591 3,764,929

受取手形及び売掛金 3,990,659 4,028,130

商品及び製品 1,284,800 1,322,123

仕掛品 670,264 736,698

原材料及び貯蔵品 1,321,039 1,389,507

その他 890,464 1,003,708

貸倒引当金 △27,170 △25,015

流動資産合計 11,906,648 12,220,083

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,802,793 2,773,084

機械装置及び運搬具（純額） 2,964,493 2,909,835

その他（純額） 2,033,557 2,137,169

有形固定資産合計 7,800,844 7,820,089

無形固定資産 162,227 159,678

投資その他の資産 1,207,955 1,095,972

固定資産合計 9,171,027 9,075,740

資産合計 21,077,675 21,295,824
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,713,652 1,774,995

未払法人税等 44,642 17,417

賞与引当金 333,562 92,511

その他 757,038 1,069,505

流動負債合計 2,848,896 2,954,430

固定負債   

退職給付引当金 536,589 521,386

その他 231,028 196,712

固定負債合計 767,618 718,099

負債合計 3,616,515 3,672,529

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,142,500 2,142,500

資本剰余金 2,167,890 2,167,890

利益剰余金 13,569,585 13,616,148

自己株式 △208,420 △208,420

株主資本合計 17,671,555 17,718,117

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 194,046 176,257

為替換算調整勘定 △404,442 △271,080

その他の包括利益累計額合計 △210,395 △94,822

純資産合計 17,461,160 17,623,295

負債純資産合計 21,077,675 21,295,824
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 3,404,072 3,718,742

売上原価 2,334,163 2,453,152

売上総利益 1,069,909 1,265,589

販売費及び一般管理費 967,119 1,013,855

営業利益 102,789 251,733

営業外収益   

受取利息 705 877

受取配当金 5,178 5,770

助成金収入 6,025 －

その他 6,324 7,214

営業外収益合計 18,233 13,861

営業外費用   

売上割引 9,042 8,717

為替差損 112,414 50,884

その他 － 56

営業外費用合計 121,456 59,657

経常利益又は経常損失（△） △433 205,937

特別利益   

固定資産売却益 1,833 －

会員権売却益 － 176

特別利益合計 1,833 176

特別損失   

固定資産除却損 420 1,699

役員退職慰労金 20,397 －

特別損失合計 20,817 1,699

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△19,418 204,414

法人税等 △16,562 73,875

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,855 130,539

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,855 130,539
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 △2,855 130,539

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △46,562 △17,789

為替換算調整勘定 77,425 146,979

その他の包括利益合計 30,862 129,189

四半期包括利益 28,007 259,728

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 28,007 259,728

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社の警備・環境整

備、損害保険代理業務などの周辺業務請負事業であります。 

   ２．セグメント利益の調整額10,335千円には、セグメント間取引消去9,353千円、のれんの償却額

△2,354千円、棚卸資産の調整額3,799千円、その他△463千円が含まれております。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント

日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 2,541,616 369,418 198,041 291,007  － 3,400,084

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
472,440 57,473 － －  173,494 703,407

計 3,014,056 426,891 198,041 291,007  173,494 4,103,492

セグメント利益 1,626 38,016 19,273 11,883  18,641 89,442

    

  
その他 

（注）１ 
合計

調整額

（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３ 

    

    

売上高         

外部顧客への売上高 3,987 3,404,072 － 3,404,072  

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
17,400 720,807 △720,807 －  

計 21,387 4,124,879 △720,807 3,404,072    

セグメント利益 3,011 92,454 10,335 102,789  
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業務な

どであります。 

   ２．セグメント利益の調整額△4,903千円には、セグメント間取引消去△14,031千円、棚卸資産の調整

額3,123千円、その他6,005千円が含まれております。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   ４．当第１四半期連結累計期間より、昆山兼房精密刀具有限公司を連結範囲に含めたことに伴い、「中

国」の外部顧客への売上高は101,286千円、セグメント間の内部売上高又は振替高は1,872千円、セ

グメント利益は10,857千円それぞれ増加しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

日本 インドネシア 米国 欧州 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 2,743,820 305,949 197,622 366,469  101,286 3,715,147

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
673,217 13,964 － －  208,333 895,515

計 3,417,037 319,914 197,622 366,469  309,620 4,610,663

セグメント利益 213,354 △40,380 20,068 42,568  19,674 255,285

    

  
その他 

（注）１ 
合計

調整額

（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３ 

    

    

売上高         

外部顧客への売上高 3,594 3,718,742 － 3,718,742  

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
45 895,560 △895,560 －  

計 3,639 4,614,302 △895,560 3,718,742    

セグメント利益 1,351 256,637 △4,903 251,733  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）販売の状況 

① 製品別売上高 

                                            （単位：百万円、％）

  

② 国内・海外別売上高 

                                            （単位：百万円、％）

  

４．補足情報

  
前第１四半期実績 当第１四半期実績 前年 

同期比 

24年３月期通期計画 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

  平 刃 類   1,214  35.7  1,211 32.6  99.7     5,220      33.9

  カ ッ タ ー 類   797  23.4  837 22.5  105.0     3,600      23.4

  丸 鋸 類   1,322  38.9  1,616 43.5  122.2     6,350      41.2

  商 品   69  2.0  53 1.4  77.8     240      1.5

  合   計    3,404  100.0  3,718 100.0  109.2     15,410      100.0

  
前第１四半期実績 当第１四半期実績 前年 

同期比 

24年３月期通期計画 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

  国 内   2,118  62.2  2,254  60.6  106.4  9,610  62.4

  海 外   1,285  37.8  1,464  39.4  113.9  5,800  37.6

  ア ジ ア   723  21.2  778  20.9  107.6  2,970  19.3

  ア メ リ カ   206  6.1  216  5.8  104.8  1,010  6.5

  ヨ ー ロ ッ パ   316  9.3  423  11.4  133.8  1,620  10.5

  そ の 他   39  1.2  46  1.3  118.0  200  1.3

  合   計    3,404  100.0  3,718  100.0  109.2  15,410  100.0
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